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三沢市教育委員会 平成３０年度 ６月定例会 

 

１ 日  時  平成３０年６月２５日（月） １３時３０分 開会 

                      １５時２５分 閉会 

 

２ 場  所  三沢市役所 別館４階 第１研修室 

 

３ 出席委員 

    教 育 長                冨 田   敦 

委   員                宮 野 楠 見 

    委   員                相 沢 靖 恵 

    委   員                立 花   肇 

    委   員                黒 沢 のぞみ 

 

 

４ 出席職員 

  教育部長                 山 本 智香子 

  教育総務課 課長             髙 橋 徳 孝 

学務課   課長             附 田 経 行 

学務課 副参事兼課長補佐兼学務係長    川 井 克 子 

学校教育課 課長             米内山 誠 毅 

学校教育課 課長補佐           長 末 道 夫 

生涯学習課 課長             遠 藤 恵 介 

学校給食センター 所長          谷 坂 昭 博 

学校給食センター 所長補佐兼管理係長   山 本   智 

  教育総務課 課長補佐（書記）       種 市 剛 大 

  教育総務課 教育総務係長         鳴 海   拓 

 

５ 傍聴者  ２名 

 

６ 議事日程 別紙のとおり 
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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 平成３０年度 ６月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件 

 議案第２号 三沢市いじめ防止対策審議会委員の選任について 

 議案第３号 三沢市学校給食センター運営審議会委員の選任について 

 議案第４号 平成３０年度三沢市奨学資金貸付申請者の選考について 

 

第６ 報告案件 

 報告第４号 平成３０年三沢市議会第２回定例会について 

報告第５号 三沢市立おおぞら小学校校歌改訂の承認について 

 報告第６号 淋代団体活動センターの事故について 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会  １３時３０分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、平成３０年度６月定例教育委員

会を開会いたします。 

お手元に配布してある議事日程により、会議

を進めて行きます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、宮野委員と相沢委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２５日の１日でよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

前回の会議録は、お手元に配布しております。 

お手元の会議録のとおり承認してよろしい

でしょうか。 

（「はい。」と声あり） 

ご異議がありませんので、承認といたします。  

 

                   

○日程第５ 議事案件 

 

■冨田教育長 

それでは、議事案件に移ります。 

議案第２号、三沢市いじめ防止対策審議会委

員の選任についてを議題と致します。 

事務局より説明願います。 

 

■学校教育課長 

 お手元の資料、議案第２号、三沢市いじめ防

止対策審議会委員の選任について、ご説明いた

します。 

 三沢市いじめ防止対策審議会条例第３条に

より、審議会は委員６名以内をもって組織し、

その委員は、法律、医療、教育、心理、福祉等

に関して、優れた知見を有する者の内から、教

育委員会が委嘱するものとなっております。 

 また、委員の任期は、同第４条第１項によっ

て２年とし、補欠の委員の任期は前任者の残任

期間とすると定められております。 

 今回は、三沢市連合ＰＴＡ会長が交代となっ

たことから、お手元の資料の下側、旧名簿の５

番、三上宗一郎前会長から、新名簿６番にあり

ますとおり、このたび、三沢市連合ＰＴＡ会長

となられた舩見昌功氏を審議会委員として選

任いただきたく提案させていただきました。 

 以上で説明を終わります。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明に対して、委員の方からご質

問等はございますでしょうか。 
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■宮野委員 

 本案件は、連合ＰＴＡの会長が替わったので、

新しい方にということだと思いますが、そのよ

うな認識でよろしいでしょうか。 

 そうだとすると、鈴木先生は三沢市の医師会

の会長ですので、ここの肩書は会長という文言

は必要ではありませんか。 

 

■学校教育課長 

 たしかに、鈴木先生は医師会の会長というこ

とで、一回目に推薦されているのですが、必ず

しも医師会の会長でなければならないという

ことではありません。 

 今回は、市の保護者の代表ということで、市

の連合ＰＴＡ会長にお願いするのが妥当であ

ると考え、お願いしました。 

 

■冨田教育長 

 その他ございませんでしょうか。 

 議案第２号につきましては、これに同意する

ことにご異議ございませんか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第２号、三沢

市いじめ防止対策審議会委員の選任について

は、同意とすることに決しました。 

 次に、議案第３号、三沢市学校給食センター

運営審議会委員の選任についてを議題と致し

ます。 

 事務局より説明を願います。 

 

■学校給食センター所長 

 議案第３号、三沢市学校給食センター運営審

議会委員の選任についてご説明いたします。 

 当審議会委員は、平成２９年４月１日より、

２年間の任期となっていますが、任期途中にお

いて、欠員が生じたことから、新たに選任を伺

うものであります。 

 今回、新たに選任を行うのは、選任区分とし

て、市内学校長から前任者の三沢小学校校長金

沢淳氏に替わりまして、出河隆儀氏。 

 前任者、第二中学校校長村中正人氏に替わり

まして、冨田隆氏であります。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただいまの説明に対しまして、委員の方から

質問等ありますでしょうか。 

 （「なし」との声あり） 

 ないようですので、議案第３号については、

これに同意することにご異議ございませんか。 

 （「異議なし」との声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第３号、三沢

市学校給食センター運営審議会委員の選任に

ついては、同意とすることに決しました。 

 次に、議案第４号、平成３０年度三沢市奨学

資金貸付申請者の選考についての議案であり

ますが、本件は個人情報が含まれる案件であり

ますので、先例により、非公開として、別室審

議といたしたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」との声あり） 

 ご異議ございませんので、非公開として、別

室審議といたします。 

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

続いて、報告案件に移ります。報告第４号、

平成３０年三沢市議会第二回定例会について

を議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

 

■教育部長 

 平成３０年第二回定例会におきまして、山本

議員から教育問題として、 

 １．求められる教育改革について 

 ２．自ら創造する教育への取り組み 

についての２点。 
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 春日議員からは教育問題として、貸与型奨学

金の見直しについて１件。 

 計３件の一般質問がございましたので、その

答弁内容について概要をご報告させていただ

きます。 

 まず、山本議員の教育問題の１点目、求めら

れる教育改革についての質問の趣旨でござい

ます。 

 現在の学校教育は、テストや試験の結果が大

事にされ、塾通いの子供が増える等、ゆとりが

なくなっている。 

 そのため、人間愛や自然愛等、豊かな心を持

った子供の育成が難しくなっているのではな

いかと思う。 

 市も、新しい総合振興計画に基づいて、ゆと

りある共生社会を目指すことになっている。 

 教育委員会としても、新教育長の体制となり、

新たな教育行政を進めることにあたって、三沢

市の教育基本方針を示し、新しい時代に合った

教育を推進するための計画を策定する考えが

あるか、教育委員会としての見解を伺いたい。 

 答弁の概要でございます。 

 当市では、三沢市総合振興計画の実現に向け、 

三沢市総合教育会議において、三沢市教育大綱

を策定し、それを受け、平成２７年度から３１

年度までの５箇年を期間とする、三沢市教育振

興基本計画を策定しているところです。 

 この計画では、４つの基本的方向性、８つの

教育成果の目標、１５の基本施策を示し、夢を

実現する人づくりを目指して参りました。 

 今年度、第二次三沢市総合振興計画が始まり、

その基本計画の皆が学べるまちづくり促進、現

在の教育振興基本計画の達成状況を確認する

とともに、新しい総合振興計画や、教育大綱と

の繋がりを考慮しながら、適切に見直し、創造

性、人間性豊かな子供を育成する、教育振興基

本計画となるよう改善を図って参りたいと考

えております。 

 と答弁いたしております。 

 次に、山本議員の２点目。 

 自ら創造する教育への取り組みについての

質問の趣旨でございます。 

 現在は、言われた仕事は出来るが、それ以上

の事を自分で考え、行動することが出来ない子

供が多くなっている。 

 これは、有名な大学を目指して塾に行かせる

ことを大事にしたり、少子化で、子供を可愛が

り過ぎたりすることで、家の中の仕事をやらせ

なくなったことが大きな原因と考える。 

 学校も家庭も学力アップに偏った教育にな

ってしまい、人間教育が出来ていないのではな

いのだろうか、元々義務教育はやってはダメな

ことはやってはいけないということを教え、善

悪を判断する力を育て、活き活きとした人間づ

くりをすることを第一としていた。 

 今の子供達には、自ら考え創造する力や、自

然を愛する力が欠けているのではないかと考

える。 

 そこで、当市の教育長として、国の学習指導

要領は尊重しながらも、それを各学校にただ下

ろしていくのではなく、出来るだけ自ら考え創

造していく力を育てる、ゆとりのある心豊かな

人間をつくる学校教育を進めていくことが大

切であると考えるが、教育長としての思いを伺

いたい。 

 答弁の概要でございます。 

 昨年１２月に就任以来、市の計画や大綱等を

ふまえ、三沢市での教育振興を図る上での、私

の基本理念は、「教育は人づくり、人の中で人

になる」であります。 

 この理念の元、方針の１つ目は、人との関わ

りを基盤に、夢を育む、志を高く持つ子の育成

です。 

 ２つ目は、不安・不信感の減少、解消です。 

 ３つ目は、依存に負けない習慣作りの推進で

す。 

 このような教育の実現に向け、教育長として、

ふるさと三沢の人や自然との触れ合いを通し
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て、自ら判断し創造する力や、豊かな心を育成

する教育が実現出来るよう、しっかりとリーダ

ーシップを発揮して参る所存でございます。 

 と答弁いたしております。 

 次に、春日議員からの教育問題、貸与型奨学

金の見直しについての質問の趣旨でございま

す。 

 現在の貸与型から給付型に今すぐとは言わ

ないが、変える考えがあるか伺いたい。 

 例えば、貸付時に貸与型であっても卒業し、

地元に就職した場合に給付型に変えられる等、

条件付きの奨学金となるよう、一部見直しを検

討してほしい。 

 良き人材として、知識を深めた子供達が、三

沢に戻ってくるきっかけになると考えます。 

 答弁の概要でございます。 

 文部科学省では、これまでの貸与型奨学資金

事業に加え、新たに、給付型奨学資金事業を平

成２９年度から実施しておりますが、当市では

これまで三沢市奨学資金貸付条例を定め、市内

に在住する優秀な生徒・学生で、経済的理由に

より、就学が困難と認められる方々に対して就

学に係る資金を支援しております。 

 ご質問の貸与型奨学金を給付型奨学資金に

見直す考えがないかにつきましては、今問題に

なっている子供の貧困に対する国の施策や先

進事例、また、将来的な財源確保等、様々な視

点から検討する必要があるものと考えており

ます。 

 しかしながら、教育委員会と致しましては、

現在の奨学資金貸付事業を継続しながら、利用

者が利用しやすく、経済的にも優しい制度とな

るようさらに調査・研究して参りたい。 

 と答弁いたしております。 

 以上、３件の一般質問の答弁内容の概要をご

報告いたしましたが、詳細につきましては、お

手元に配布してございます答弁資料をご参照

していただきたいと存じます。 

 以上でございます。 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 ただいま教育部長からの報告に対しまして、

各委員からご質問等ありますでしょうか。 

 それでは、無いようですので、平成３０年三

沢市議会第二回定例会については終わりとい

たします。 

 次に、報告第５号、三沢市立おおぞら小学校

校歌改訂の承認についてを議題といたします。 

 事務局より説明願います。 

 

■教育総務課長 

 それでは、報告第５号、三沢市立おおぞら小

学校校歌改訂の承認についてをご報告いたし

ます。 

 ６月１９日付でおおぞら小学校から校歌改

訂の承認願が提出されました。 

 この校歌改訂の変更点は、主に３点でござい

ます。 

 １つ目は、曲調がハ長調から変ロ長調に変更

されたこと。 

 ２つ目は、曲のテンポが少し早くなったこと。 

 ３つ目は、従来の伴奏に二小節追加となった

ことです。 

 その結果、従来の校歌より、少し明るい曲と

なっているとのことでした。 

 なお、今回の校歌改訂は、作曲者である川村

健一郎氏からの申し出であり、歌詞については

変更ございません。 

 また、変更された校歌について、おおぞら小

学校も了承することから、教育委員会としまし

ても願のとおり、承認するものでございます。 

 改訂年月日は、平成３０年７月１日でござい

ます。 

 以上でございます。 

 もし、よろしければ音源がありますのでお聞

きいただければと思います。 

 （新校歌、旧校歌の順に再生） 
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■冨田教育長 

 ただいまの報告、試聴を終えて、各委員から

質問等はございますでしょうか。 

 無いようですので、報告第５号、三沢市立お

おぞら小学校校歌改訂の承認については終わ

りといたします。 

 次に、報告第６号、淋代団体活動センターの

事故についてを議題といたします。 

 事務局より説明願います。 

 

■生涯学習課長 

 報告第６号、淋代団体活動センターの事故に

ついて報告いたします。 

 概要でございます。 

 学校教育課の松坂指導主事が当センターを

訪れたところ、玄関ガラスが割られているのを

発見し、生涯学習課に連絡がございました。 

 日時は、平成３０年５月１６日に連絡があり

ましたが、前日の１５日１５時３０分頃に生涯

学習課職員が当センターに赴いた時には、異常

に気がつかなかったことから、１５日から１６

日の間に事故があったものと考えております。 

 この状況につきまして、当施設を利用してい

るスポーツクラブ三沢にも状況を説明し、そし

て、三沢警察署へも被害の報告をいたしました。 

 刑事課の立会いのもとに、現場検証を行って、

当センター全ての見回りをした結果、被害箇所

は正面玄関のガラス２枚のみとのことで、他の

ガラスに被害はなく、侵入の形跡はなかったこ

とが判明いたしまして、事件として受理されま

した。 

 ６月１日に玄関ガラスを市役所の保険で直

し、現在は修繕済みとなっております。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告に対しまして、各委員からご

質問・確認等はございますでしょうか。 

 淋代団体活動センターは、皆さんご存知だと

は思いますが、旧淋代小学校です。 

 現在は、体育館はスポーツクラブ三沢に貸出

しており、教室等については、教育委員会なら

びに各市長部局の各課の保存しなければなら

ない物品や書類等を保管のために活用してい

る状況でございます。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

 ないようですので、報告第６号、淋代団体活

動センターの事故については終わりといたし

ます。 

 

                   

○日程第７ その他 

 

■冨田教育長 

 その他に移ります。 

 各課で委員にお知らせする事項等を取りま

とめ、お手元に配布されていますので、順に説

明を願います。 

 初めに、教育総務課お願いいたします。 

 

■教育総務課長 

 教育総務課です。 

 学校施設の改修工事等の状況についてご報

告申し上げます。 

 まず、堀口中学校・上久保小学校の工事につ

いてご説明いたします。 

 こちらは２件とも、屋内運動場（体育館）、

講堂等の天井落下防止のための天井の張替工

事です。 

 堀口中学校につきましては、９月２８日を工

事完了の期限として設定しております。 

 また、上久保小学校につきましては、１０月

２６日を工事の完了期限として設定しており

ます。 

 現在、天井のどういうところが壊れているの

か、また、床等につきましては、工事の影響で
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壊したりすることが無いように、現状がどうな

っているのかを調査しております。 

 既に、体育館は使用できない状況となってお

ります。 

 そのため、代替施設といたしまして、国際交

流スポーツセンター、総合体育館の方に、授業

や部活等を行えるよう、バスの手配や日程調整

等を進め、迷惑がかからないように工事を進め

ているところでございます。 

 昨年、卒業式等に対して、大変ご迷惑をかけ

たということがございましたので、出来るだけ

早い日程を組んで、仮に遅れても年内には完了

するよう進めさせていただいております。 

 以上、改修工事についてのご報告でございま

す。 

 次に、資料には記載されてありませんが、６

月１８日に大阪で発生しました地震により、ブ

ロック塀の下敷きになり、小学生が死亡するな

どの人的・物理的被害が発生しております。 

 これを受けまして、三沢市においても６月１

９日に各校に学校敷地内のブロック塀の危険

箇所や、通学路においても、危険個所がないか

どうかを確認、並びに周知をお願いするよう通

知しております。 

 その結果、６月２２日現在、学校敷地内にお

きましては、第一中学校に、ブロック塀がある

ことが分かりました。その他につきましては、

ブロック塀はないというような報告を受けて

おります。 

 そして、第一中学校のブロック塀ですが、現

在問題になっております建築基準法等につい

ては該当しない低めのブロックとなっており

ますが、ブロック積みということで、危険箇所

ではないかという認識でおり、精密な調査を専

門家に依頼し、実施したいと考えております。 

 担当レベル等におきましては、現地を確認し、

ブロック塀の高さ等の現状がどうなっている

のかの確認は済んでおりますけれども、精密調

査は実施するという予定でおります。 

 また、通学路におきましては、現在も各学校

において、危険個所があれば、可能な限り迂回

する、近くを通る際は注意して通るよう指導し

てくださるようお願いしております。 

 詳細につきましては、今後まとめて報告させ

ていただきたいと思います。 

 また、文科省以外にも国交省からも各種この

ような対策・指導等が打ち出されてきて、具体

的な動きが見えてくると思います。その際には、

連携を図りながら、児童・生徒の安全を第一に

考えまして、対応して参りたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいま教育総務課から、大きく２つの報告

がありました。 

 屋内運動場等の天井の落下防止の工事、大阪

の地震にかかるブロック塀の調査・確認につき

まして、各委員から確認・ご質問等ございます

でしょうか。 

 

■立花委員 

 敷地内はこれから調査等入るとのことです

が、ただし、通学路まで範囲が及ぶと、特に市

内の方はいろんな所から子供は歩いてきます

し、市内のブロック塀というのはかなり確認さ

れるのではないのかと思われます。 

 以前、新聞で、その人の自己責任で直さなけ

ればいけないが、現状お金がかかるため直す人

は数少ないという報道を見た記憶があります。 

 もし、通学路でそのような危険と思われると

ころがあれば、その方にお願いする等の対策は

する予定でしょうか。 

 

■教育総務課長 

 委員のおっしゃるとおり、一般市民の財産に

つきましては、あくまでもその方の意思による
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もので、法的規制がない限り、中々、改善等々

は難しいとは思いますが、教育委員会といたし

ましては、地域と連携して子供達を守る、安全

確保するという姿勢が大切だと思いますので、

そこは教育委員会、学校、地域、ＰＴＡ等々と

連携を取りながら今後のお願い等の形をとっ

ていくと思われます。 

 その際は、またご相談申し上げたいと思いま

す。 

 なお、国土交通省、当市では建築住宅課がこ

のようなブロック塀に関する担当部署になり

ます。 

 現在のところ、国から具体的なそういう指導、

通達等は出ておらず、逆に新聞紙上の方が先行

して情報が流れている状況です。 

 詳しいことは、市役所側の担当部署として、

まだ申し上げられないとのことでしたので、後

ほど情報がありましたら、ご提供させていただ

きます。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 その他ございませんか。 

 続いて、学務課からお願いいたします。 

 

■学務課長 

 市内小・中学校の夏季休業等についてご説明

申し上げます。 

 まず、小学校は７月２０日までが一学期とな

り、次の日から夏休みとなります。 

 そして、二学期は、上久保小学校が８月２３

日から、その他の小学校については、２４日か

らとなっております。 

 中学校も同様に、７月２０日までが一学期と

なり、次の日から夏季休業となります。 

 そして、二学期の始まりは、第一中学校が２

３日から、その他の中学校が、２４日からの予

定となっております。 

 以上、報告させていただきます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの学務課長からの報告について、何

か質問、確認等ございますでしょうか。 

 それでは、無いようですので、次に移ります。 

 続いて、学校教育課からお願いいたします。 

 

■学校教育課長 

 平成３０年度三沢市オリンピック・パラリン

ピック教育授業研修会についてご説明いたし

ます。 

 本研修会は、元々政策調整課を通じて依頼が

あったものです。 

 縦長の補助資料の１枚目が、三沢市オリンピ

ック・パラリンピック教育授業研修会実施要綱

となっておりますが、もう一枚めくって２枚目

の、三沢市における活動推進指針と書かれたペ

ージをご覧ください。 

 その冒頭部分を読ませていただきます。 

 （活動推進指針の冒頭を読み上げ） 

 この指針の、子供に関する部分について、教

育委員会の方でも協力してほしいと政策調整

課から依頼があったものです。 

 これを受けまして、学校教育課の対応の流れ

につきましては、５枚目、７．推進計画と書か

れた表をご覧いただければと思います。 

 昨年、２０１７年に実施要綱を作成し、モデ

ル校として、三沢小学校に先進的に取り組みを

お願いいたしました。 

 今年、２０１８年は、モデル校である三沢小

学校に事業研修会をお願いして、それを市内

小・中学校の先生方に見ていただき、オリンピ

ック・パラリンピック教育とは何か、というこ

とを知ってもらうことにしております。 

 そして、２０１９年には、他の小学校でも実

践していただき、２０２０年度のオリンピッ

ク・パラリンピック大会を迎えるという計画と
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なっております。 

 最後に、1 枚目の実施要綱をご覧ください。 

 今回、ただいま説明いたしましたモデル校の

初めての授業研究会が７月５日に、三沢小学校

と国際交流スポーツセンターで開催すること

となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの学校教育課からの説明について、

何か質問、確認等ございますでしょうか。 

 これから、いろんな事業が進められていくわ

けですので、もし何か質問等ございましたら、

その都度、ご意見等いただければと思います。 

 それでは、無いようですので、進めさせてい

ただきます。 

 続いて、生涯学習課からお願いいたします。 

 

■生涯学習課長 

 なつやすみ宿題おたすけ塾の開催について

でございます。 

 市内小学生を対象に、地域の人材を活用いた

しまして、夏休みの課題・ドリル・絵画・習字

の制作、サポートをする事業で、昨年から実施

しております。 

 昨年は公会堂で行いましたが、今年は、休館

中の為、場所を変更して実施する事になります。 

 まず、学習サポート教室ですが、７月２７日、

３０日の１４時から１９時までの時間で、小学

校５・６年生を限定に総合社会福祉センターで

行いまして、市内学習塾の松村大介さんが講師

となります。 

 次に、絵画教室ですが、夏休みの募集作品に

ついて制作をするということで、８月１日から

３日までの３日間、市役所別館第一研修室で行

い、髙橋喜実夫先生を予定しています。 

 習字教室は、４年生から６年生が、７月２４

日から２５日、１年生から３年生が、７月２６

日から２７日の二日間ずつ行いまして、市役所

の本館大会議室にて実施する事になっており、

山本登美子さんを講師としてお招きしており

ます。 

 その他、高校生スタッフ６名をお手伝いとし

て予定しております。 

 募集人員は一回当たり、２０名程度になると

思います。 

 昨年の状況は、実施して１回目でしたが、す

ごく反響が良く、３０から４０名来れば良いと

思っていましたが、１８０名来まして、電話が

パンクしました。 

 今回はそのような事が無いようにしたいと

思っております。 

 人気の事業となっております。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの生涯学習課からの説明について、

何か質問・確認等ございますでしょうか。 

 

■黒沢委員 

 １８０名の申込者は全て受け入れることは

出来たのでしょうか。 

 

■生涯学習課長 

 昨年は、工作・絵画・書道で、ドリルはあり

ませんでしたが、定員オーバーとなってお断り

しております。 

 昨年度は日数がそれぞれ１日でとっていて、

増やしたのですが、取れない場面もありました。 

 中でも工作が特に、物が足りなくなり、お断

りしたケースがありました。 

 今年はお断りしないようにしたいと思って

います。 

  

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 
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 その他ありますでしょうか。 

 

■相沢委員 

 学習の時間が１４時から１９時までという

ことで、一人一人それぞれ何時間まで等決まっ

ているのでしょうか。 

 

■生涯学習課長 

 時間内であればずっといても問題ありませ

ん。 

 また、途中で帰っても良いというようにゆる

く実施する予定でございます。 

 例えば、１時間で帰っても問題ありませんし、

１９時まで居ても良いです。 

 それは、個人によって違うと思いますので、

ゆるく実施していく予定でいました。 

 学校の授業と違い、家で宿題をやっていて分

からない部分だけを聞きにくる子供もいると

思いますので、そのような形で進める予定にし

ております。 

 時間帯が１９時ということで、時期的にまだ

明るいのですが、そこは少し気になっていると

ころではございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 その他ありますでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

 それでは、ないようですので、その他につい

ては終わりといたします。 

 最後に、それぞれ各委員から何かございます

でしょうか。 

 

■宮野委員 

 先だって、新聞に青森市議会においての一般

質問で、教科担任制ということの質問が出たと

いうような記事が載り、後日の明鏡欄にもそれ

が載りました。 

 私の知り合いから、三沢市はどうなっている

のかという話があり、三沢市でも一部で教科担

任制を取り入れてやっていますとの話はした

のですが、この件についての教育長の考えと、

実際にどこでどの程度取り入れているのかを

確認したいと思います。 

 

■冨田教育長 

 一部の教科担任制につきまして、市内の小・

中学校別のお話はなかったので、恐らく話題の

趣旨は小学校の教科担任制の事だと思います

ので小学校についてお話いたします。 

 市内に７校ございますけれども、明確に、私

の方で把握しているのは市内のいわゆる中心

にある大きな３校については、５年生・６年生

で一部教科担任制は実施してあります。 

 多い学校では、１クラスに担任を含めて４人

から５人の先生方が入っているはずです。 

 それ以外の小さい学校を含めて、資料がない

ので明確にお答えできませんが、学級担任が全

ての教科を１人でまかなっている学校は、恐ら

く無いと思います。 

 それを踏まえたうえで、４人から５人の先生

方が子供たちに関わる。 

 または、少ないところも２人から３人位関わ

っていると思いますが、その意図していること

について私は２点を考えています。 

 １つ目は、高学年の思春期に入りかけの子供

達は全ての教科を１人の学級担任が全てをま

かなうというのは、子供の発達段階に合わせる

と中々厳しいものがあります。 

 例えば、学級担任と子供の気持ちの部分で噛

み合わない部分も実際問題としてあります。 

 そのような場合に、一年中、朝から晩まで学

級担任と子供が同じ空間にいるというのは、そ

れぞれプラスにならない部分が多くて出てき

て、弊害も多く出てきているという部分。 

 そして、やはり子供たちの興味や関心に合わ

せて、いろんな人たちが関わっていくというの

が、これから望ましい方向ではないのかという
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ことです。 

 もう１つは、先生方の働き方改革の部分で、

高学年の先生方に空き時間を作り、子供達の日

記に返事を書く時間や、個別に課題を抱えてい

る子供達に相談の時間をとってあげるという

のは、働き方改革の部分ときめ細やかさの部分

で効果があると私は考えています。 

 これが私の考えの大きな１点目です。 

 次に、大きな２点目として、教育長に就任し

て以降、これから三沢市の教育行政を進めてい

くうえでの具体的な政策をいくつか抱えた中

に、高学年の一部教科担任制は積極的に進めて

いきたいというのを出して、教育委員の皆様に

もご説明していますし、委員会の中でも共通理

解を図っていますし、校長会、教頭会でもお願

いをしているところですので、今後はより具体

的に進めていく。 

 あと、決まった人数の中で、具体的に進めて

いくといっても、やはり、手立てとすると狭め

られますので、県や教育事務所の方に働きかけ

て、教科担任制を進めていくうえでの人員の配

置を強く要望していきたいと思っています。 

 幸いに今年度は、英語専科の先生１名を三沢

市内に配置していただいています。 

 また教科担任制の先生も１名配置して、計２

名配置していただいています。 

 これは、たまたま私が節目の時に就任しまし

たが、学務課長達の成果だと思います。 

 これから積極的に進めていかなければなら

ないものだと思っております。 

  

■宮野委員 

 ７校中３校とおっしゃられて、他は先生の数

だとかいろんな問題があって、中々、踏み切れ

ない、難しい。 

 それを先生が増えたこともあって、少しずつ

広げていきたい。 

 このような認識で良いでしょうか。 

 

■冨田教育長 

 小さい学校も実はやってはいると思います。 

 それは、例えば、教頭先生が習字の時間に入

ったりするという意味で、違う先生が入ってい

ると思います。 

  それでは、その他について続けます。 

 委員の方から何かございませんでしょうか。 

 

■宮野委員 

 これも新聞に出ていたことですが、早稲田貝

塚の発掘の件で、写真付きで大きく載っていま

して、何か出ているのかと楽しみにしているの

ですが、成果はいかがでしょうか。 

 

■生涯学習課長 

 県の調査委員会が入りまして、その後、次の

週に、文化庁の方が入りまして、昨年の文化庁

の指導のもとに、作業を進めている最中です。 

 どのような事をやっているかと言いますと、

早稲田貝塚の貝があったところを掘り出して、

土を洗い流して、貝と色々な物が出てきている

ので、分別している最中です。 

 量で言いますと、土嚢袋１，８００袋を洗い

流して、仕分けしている最中です。 

 担当の見解では、可能性は低いが、良いもの

が出てくれば良いなという感触とのことです。 

 出てこなければ出てこなかったなりに、ここ

ではそのような事をやっていなかったという

のが分かるということで、貝と小さい破片等出

てきてはいますが、年代特定や様々な分析をか

ける必要がありますので、まだ、時間がかかる

ところです。 

 

■宮野委員 

 そのような物がたくさん出たという事は、人

手も含めて、ご苦労しているだろうなと思いま

す。 
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■生涯学習課長 

 昨年度から担当を１人でやっていまして、作

業員をお願いしてはいるのですが、それでも足

りていなくて、県の文化財保護課からも人を増

やしてくださいと言われていますが、中々増え

ず、進まない状況です。 

 文化庁からもこれではいけないと言われて

いて、市長部局にお願いしてはいるのですが

中々手当してもらえないというのが実情で、苦

しい中でも少しずつ進めております。 

 

■冨田教育長 

 その他、各委員から何かございませんでしょ

うか。 

 

■黒沢委員 

 先日、陸上競技大会を拝見いたしました。子

供達がそれぞれ学校の名前を背負って競技に

取り組む姿勢がとても前向きで、応援の子供達

も運動会で使った応援旗をかかげて、自分たち

の学校のお友達を応援する姿にたいへん感動

いたしました。 

 会の進行にあたっては、例えば、マイクが通

らなかったという状況を、リーダーの先生の方

が放送を使って、機転を利かせた改善を行い、

あとは、国旗掲揚台の紐が無いという声も聞こ

えてはきたのですが、問題なく状況を進めてい

くことが出来ていたようですので、先生方の臨

機応変な対応に、こちらも素晴らしいなと思っ

て見ていました。 

 だんだん、学校のクラス数も減ってくること

もあって、会を進行するにあたって、職員数が

中々揃えるのも難しくなってくる状況ではあ

るとは思いますが、歴史ある大会ではあります

ので、続けていってほしいと思いました。 

 会の初めから自衛隊、米軍機の飛行機が真上

を飛んでいて、少し恐怖を感じました。 

 ただ、すぐに真上を少し外れて航空したのは

少し配慮があってのことなのかなと思いなが

らも、前回相沢委員の方からもありましたよう

に、行事等の時の真上を飛ぶという行為に関し

ては、なんとかならないものなのかと思いまし

た。 

 

■冨田教育長 

 このことについて、何かございますでしょう

か。 

 一応、行事等の時には、関係機関には連絡し

ているという報告は受けておりました。 

 

■教育総務課長補佐 

 基地渉外課の方で、防衛事務所を通じて米軍

に依頼しているのは、入学式や卒業式等の式典

行事の予定だと思います。 

 陸上競技大会の日程も、早い段階で決まって

いるのであれば、そのお願いの時期に合わせて

お知らせは出来るかもしれませんが、そこに関

しては、担当課の方とも日程分かる時期等を相

談しながら、お願いできるところはお願いして

参りたいとは思います。 

 

                  

○日程第８ 閉会 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますでしょうか。 

無いようですので、暫時休憩といたしまして、

非公開とした案件審議の為、別室の方へ移動を

お願いいたします。 
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暫時休憩  １４：２２ 

 

再  開  １４：４０ 

 

教育長室において、議案第４号、平成３０年

度三沢市奨学資金貸付申請者の選考について

審議し、原案のとおり承認された。 

 

                   

 

閉会  １５時２５分 

 

 

 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  宮 野  楠見 

 

 教育委員  相 沢  靖恵 

 

 書  記  種 市 剛 大 


